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新
シ
リ
ー
ズ
『
草
間
台
地
の
魅
力
』

～
第

回
～

13
他
と
は
違
う
草
間
台大

阪
公
立
大
学
学
術
探
検
部

芦
生
育
未

草
間
台
の
皆
さ
ん
、
初
め
ま
し
て
。
現
在
私
は
、

大
阪
公
立
大
学
学
術
探
検
部
の
部
長
を
務
め
て
お

り
ま
す
。
私
が
人
生
で
初
め
て
洞
窟
を
探
検
し
た

の
は
草
間
台
に
あ
る
「
土
橋
の
穴
」
と
い
う
洞
窟

で
す
。
本
格
的
に
ケ
イ
ビ
ン
グ
を
始
め
て
か
ら
１

年
以
上
経
ち
ま
し
た
が
、
土
橋
の
穴
で
の
体
験
は

今
で
も
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
土
橋
の
穴

は
他
の
洞
窟
に
比
べ
て
特
別
凄
い
と
こ
ろ
が
あ

る
、
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
に
と
っ

て
は
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
場
所
で
す
。

草
間
台
に
は
、
土
橋
の
穴
以
外
に
も
魅
力
的
な

洞
窟
は
沢
山
あ
り
ま
す
。
平
尾
台
や
秋
吉
台
な
ど
、

他
の
地
域
の
洞
窟
に
も
行
く
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、
や
は
り
草
間
台
を
含
む
阿
哲
台
が
、
私
の
中

で
は
１
番
良
い
場
所
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
洞
窟
の
魅
力
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
人
々

の
温
か
さ
を
こ
の
肌
で
感
じ
ら
れ
る
の
は
阿
哲
台

だ
け
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
草
間
台
の
地

元
の
方
々
に
は
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
ど
う
か
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で
す
。

土橋の穴風戸の穴の様子

短
歌

吾
子
夫
婦
珍
だ
し
ア
ジ
サ
イ
届
け
く
れ

庭
に
植
え
て
と
マ
ザ
ー
ズ
デ
イ
に

西
山
富
美
子

散
歩
道
水
路
に
飛
来
し
白
鷺
に

今
日
も
会
え
た
と
声
か
け
帰
る

長
岡
愛
子

夏
の
日
の
麦
わ
ら
帽
子
の
子
ど
も
達

そ
の
風
景
も
昔
と
な
り
ぬ

中
村
す
み
え

唐
突
に
つ
ぼ
み
か
か
げ
て
立
ち
上
が
る

笹
百
合
ひ
ら
け
人
に
知
ら
え
ず

滑

都

フ
ク
ロ
ウ
の
雛
の
風
貌
よ
く
見
れ
ば

哲
学
者
の
顔
す
で
に
備
わ
る杉

秀
樹

俳
句

不
意
を
つ
く
氷
雨
の
後
の
庭
の
景

長
田
保
子

来
年
も
一
つ
は
欲
し
き
蓬
餅

橋
本
八
重
子

川
柳

題
「
麦
」「
名
」

蕎
麦
の
花
一
面
真
っ
白
草
間
台

名
人
と
訊
か
れ
て
す
ぐ
に
聡
太
さ
ん

中
村
す
み
え

麦
畑
昭
和
と
共
に
消
え
去
り
ぬ

防
衛
と
い
う
名
の
巨
額
予
算
化
に

笹
田

彰

健
康
の
秘
訣
を
問
え
ば
麦
の
飯

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は
ト
ン
ボ
だ
っ
た
ね
行
っ
た
き
り

田
井
芳
枝

小
麦
粉
を
米
粉
に
替
え
て
料
理
す
る

ル
ビ
振
っ
て
読
め
た
名
前
に
首
傾
げ

西
本
八
寿
江

草
取
り
に
麦
茶
一
杯
腰
を
の
し

名
も
知
ら
ぬ
電
話
う
っ
か
り
出
ら
れ
な
い小

川
久
子

夏
い
ち
の
旨
い
一
杯
麦
の
汁

夕
食
は
名
物
の
鮭
で
旅
気
分

才
田
茂
美
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５
月

日
（
金
）
、
土
橋
交
流
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン

17

ド
に
お
い
て
、
草
間
公
民
館
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
草
間
台
Ｇ

Ｇ
愛
好
会
の
会
員

名
に
、
西
村
和
夫
館
長
を
加
え

29

た

名
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。
好
天
の
中
、
好
プ

30
レ
ー
の
連
続
で
、
参
加
者
は
親
睦
を
深
め
な
が
ら
心

地
よ
い
汗
を
流
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
総
合
優
勝
】
藤
野
浩
吉

打
53

【
男
子
の
部
】

①
藤
野
浩
吉

打

②
中
山
義
昭

53

③
福
水

真

④
杉

基

⑤
藤
野

進

【
女
子
の
部
】

①
藤
野
晴
美

打

②
西
村
宮
子

58

③
山
口
波
子

④
西
上
み
す
江

⑤
藤
波
英
子

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
】

・
西
村
宮
子

・
藤
野
浩
吉

・
藤
野
和
生

・
中
山
義
昭

・
藤
野
晴
美

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

㍍
】

15

・
藤
井
清
子

・
藤
野
浩
吉

・
杉

基

・
長
田
桂
治

・
藤
野
晴
美

・
笹
田

彰

・
山
口
波
子

草

間

公

民

館

長

杯

Ｇ
Ｇ
大

会

優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
受
け
取
る

藤
野
浩
吉
さ
ん

ホールポストをねらう参加者

民

生

委

員
・
児

童

委

員
の
日

５
月

日
（
日
）
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

12

日
で
し
た
。
民
生
委
員
制
度
は
、
大
正
６
年
５
月
12

日
に
岡
山
県
で
「
済
世
顧
問
制
度
」
が
創
設
さ
れ
、

制
度
発
祥
の
地
と
さ
れ
て
お
り
、
県
下
一
斉
に
活
動

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

草
間
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
（
橋
本

二
郎
会
長
）
は
、

日
（
日
）
草
間
市
民
セ
ン
タ
ー

12

前
で
プ
ラ
ン
タ
ー
に
日
々
草
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、

ベ
ゴ
ニ
ア
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
を
植
栽
し
、
３
班
に
分
か

れ
て
草
間
台
小
学
校
・
草
間
台
保
育
所
・
旧
足
見
小

学
校
の
３
施
設
に
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
配
布
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
草
間
台
保
育
所
に
は
民
生
委
員

４
人
が
訪
問
し
、
綱
島
所
長
に
直
接
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

花を植栽される様子

草
間
カ
ル
ス
ト
里
山
の
会

（
堀
江
利
明
会
長
）

は
、
「
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
取
り
組
み
の
一

貫
と
し
て
、
か
れ
ん
ふ
ぇ
る
と
下
の
農
地
に
夏
か

ら
秋
の
収
穫
に
向
け
た
野
菜
の
苗
を
植
え
ら
れ
ま

し
た
。
３
月
の
じ
ゃ
が
い
も
の
種
芋
植
え
に
続
い

て
５
月

日
（
日
）
に
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や
ト
マ

26

ト
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

夏
か
ら
の
収
穫
時
に
は
、
か
れ
ん
ふ
ぇ
る
と
宿

泊
者
や
農
業
体
験
ツ
ア
ー
な
ど
新
た
な
展
開
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

体

験

農

園

を

整

備

６
月
９
日
（
日
）
開
催
の
新
見
市
壮
年
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
に
参
加
す
る
た
め
、
参
加
者
の
勧
誘
・
募

集
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
申
込
期
限
ま
で
に
メ
ン

バ
ー
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
今
年
度
は
棄
権
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
を
予
定
さ
れ
て
い
た

方
に
は
、
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

お

断

り

草間台保育所のプランター


